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研究成果の概要（和文）：目標志向意思決定分析における様々な属性の統一的扱いを可能にする

フレームワークを構築した。それにより、ファジィ目標志向意決定アプローチを不確実性を伴

う多属性意思決定分析へ拡張することを可能にした。また、意思決定者の目標に対する態度と

効用関数で表されたリスクに対する態度の間の興味深い関連性を確立した。応用として、属性

が人間の知覚の美的側面を反映して感性的に評価される伝統工芸品（九谷焼、山中漆器）の消

費者志向の評価モデルを構築した。 
 
研究成果の概要（英文）：We have developed a framework of target-oriented decision 
analysis to treat various kinds of attributes uniformly, which enables us to extend the 
fuzzy target-based decision approach to multiple attribute decision analysis with 
uncertainty. We have also established an interesting link between the decision maker's 
different attitudes about target and different attitudes towards risk in terms of utility 
functions. As an application, we have developed consumer-oriented evaluation models 
for Japanese traditional crafts (Kutani porcelain, Yamanaka lacquer ware), in which 
product items are typically assessed according to so-called Kansei features reflecting 
aesthetic aspects of human perception. 
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１．研究開始当初の背景 
 一般に、順位をつけることと選択すること
は意思決定において密接に関連する２つの
側面である。そのような評価は、実際には、
不確実で不正確な情報やデータに基づいて
行われる。さらに、多くの問題は量的属性と
質的属性の混合により特徴付けられる。例え
ば、工業製品のデザイン評価においては、
人々は値段の他に、品質、安全性、信頼性な
どを考慮するが、主観的で不確実な評価にな
る場合が多い。 
 不確実性を伴う意思決定分析において広
く用いられてきたのは、期待効用最大化原理
（ von Neumann and Morgenstern, 1944; 
Savage, 1954）である。近年、この原理と目
標志向原理の形式的等価性が示され、深く議
論されはじめた（Castagnoli and LiCalzi, 
1996; Bordley and LiCalzi, 2000）。目標志
向原理とは、不確実な目標に対する合致確立
を最大化するように意思決定すべきである
という原理である。また、この目標志向アプ
ローチは不確実性を伴う多属性意思決定問
題へ応用されるべく拡張された（Bordley and 
Kirkwood, 2004）。 
 多くの意思決定においては、効用ではなく
目標を考慮することがより自然であるとい
う議論がある（Tsetlin and Winkler, 2006）。
例えば、戦略的マネジメントにおいては、ベ
ストプラクティス（目標）と比べ組織を評価
するのが普通である。また、製品のスクリー
ニングにおいては、競合製品（目標）と比較
した相対的な評価がなされる。 
 現在の競争的市場においては、消費者の必
要性や思考を満足させることがほとんどの
企業の大きな関心事となってきた（Hsu, 
Chuang and Chang, 2000; Jiao, Zhang and 
Helander, 2006; Tsai and Hsiao, 2004）。
消費者は客観的に計れる製品の機能的側面
だけでなく、本質的に主観的な心理的・感性
的側面を重視するものである（Petiot and 
Yannou, 2004）。 
 世界市場と現代技術の発展に伴い、多くの
似通った製品は機能的に等価であり（Jiao, 
Zhang and Helander, 2006）、従って、消費
者にとって製品を選択することが困難にな
ってきている。この点を考えれば、消費者の
心理や感性を、製品選択において考慮しなけ
ればならないだろう（Barone, Lombardo and 
Tarantino, 2007）。 
 現在までに、感性工学（Nagamachi, 1995）
や他の消費者志向のデザイン技術が研究開
発され、製品の魅力を高めることに利用され
てきた。これらは、現代のネット社会におい
てマーケティングや推薦システムの開発に
おいてますます重要になると考えられる
（Adomavicius and Tuzhilin, 2005）。 
 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、曖昧で不正確な情報下に
おける多属性意思決定問題に対する新たな
評価体系フレームワークを開発し、様々な意
思決定問題の解決に資することである。この
フレームワークの中で、数値評価情報と主観
評価情報を統合する方法を開発・精緻化する。
量的な属性は数値として厳密に表現される
か、あるいはインターバル数やファジィ数と
して曖昧に表現される。このような数値情報
と、言葉による曖昧な主観評価を総合評価に
おいて統合するために、それらを統一表現に
変換する合理的な方法を開発する。さらに、
目標志向意思決定モデルを開発し、伝統工芸
品に対する消費者の評価、消費者への商品の
推薦問題への応用を試みる。 
 
３．研究の方法 

まず、研究代表者が取り組んできた「感
性データ解析手法」と、研究分担者が最近
精力的に研究している「多属性／多専門家
意思決定手法」を融合させ、さらには既存
の有用な関連研究成果を統合した目標志向
意思決定分析のフレームワークを構築する。
フレームワークとは、主観性をできる限り
排除し、意思決定問題を合理的に解決する
ために、ロジカルに評価できるレベルまで
属性をブレイクダウンするような階層的な
評価の枠組みである。 
さらに、このフレームワークの中で情報

（判断、知見）を統合する方法を開発する。
量的な属性は数値として厳密に表現される
か、あるいはインターバル数やファジィ数と
して曖昧に表現される。このような数値情報
と、言葉による曖昧な主観評価を総合評価に
おいて統合するためには、それらを統一表現
に変換する合理的な方法を発見する必要が
ある。 

応用研究の準備として、石川県の伝統産
業（九谷焼と山中漆器）従事者・販売者に
対して、購買者から寄せられる希望に対し
てどのように対応しているか、インタビュ
ー調査を実施する。希望は、大きさや値段
など曖昧な数値に加えて感覚的な言葉で表
明される。従事者・販売者はそれを総合的・
直感的に理解して適切な製品を提示する。
この行動は長年にわたる経験から蓄積され
た、いわゆる暗黙知と呼ばれる合理的には
説明しがたい能力に支えられている。 
ここでは、感性工学アプローチを改良する

とともに、目標志向意思決定分析アプローチ
を結合して、感性評価データの四則演算を避
け、度数分布情報として評価モデルにおける
加重として用いる考え方を導入し、新たな消
費者志向の評価モデル構築法を開発する。 
 
 



 

 

４．研究成果 
曖昧で不正確な情報下における多属性意思

決定問題に対する新たな評価体系フレームワ

ークを開発した。特に、このフレームワーク

の中で数値評価情報と主観評価情報を統合す

る方法を開発した。量的な属性は数値として

厳密に表現されるか、あるいはインターバル

数やファジィ数として曖昧に表現される。こ

のような数値情報と、言葉による曖昧な主観

評価を総合評価において統合するために、そ

れらを統一表現に変換する合理的な方法を開

発した。具体的には、数値の言語表現の概念

及びファジィ集合の量割り当て概念に基づく

フレームワークを導入した。これにより、異

なるタイプの不確実性と不正確性を意味的に

統一して表現することと、Dempster-Shafer

理論において研究されている情報統合の方法

の適用を可能とした。 
応用として、目標志向意思決定モデルを開

発し、伝統工芸品の消費者評価への応用を実
施した。石川県の伝統産業である九谷焼と山
中漆器の従事者・販売者に対して、購買者か
ら寄せられる希望に対してどのように対応
しているかについてインタビュー調査を実
施し、それに基づいた評価フレームによる感
性評価実験を実施し多くのデータを得てモ
デルを構築した。このモデルはネットワーク
時代における消費者の感性による選好を目
標とする商品推薦システムとして極めて有
望である。    

消費者の製品に対する感性評価には
大きな個人差があるが、本研究により開
発した目標志向型意思決定分析法は個
人の選好をうまく記述できる。それは、
ファジィ目標志向多属性意思決定分析
手法を、消費者の意思を反映できるモデ
ルに改良したものである。特に、各消費
者の潜在的な感覚的希望を引き出し個
別に製品を推薦できるのが特徴である。
これは、消費者の希望に沿って多属性評
価関数を定義し、製品推薦のためのラン
キングを行う新しい手法である。この推
薦法は特に最近のオンラインショッピ
ングなどにおけるマーケティングに有
用であると思われるが、その検証は今後
の課題である。 
 以下では、研究成果の主要な部分を簡単に
解説する。 
 
(1) ファジィ目標志向意思決定分析 
 不確実性下における意思決定問題につい
て、目標志向モデル（Bordley and LiCalzi, 
2000）が示唆する価値関数にファジィ目標の
概念を導入することを提案した。すなわち、
ファジィ数の新しい比較法をアルファカッ
ト表現と区間値の比較確立に基づいて提案

した。この比較プロセスは、ファジィ集合に
ついて広く利用されている表現と、ファジィ
数の表現における固有の不確実性を統合し
たものである。次に、提案法をファジィ目標
評価におけるファジィ数の順序付け問題に
応用した。そこではまず、期待価値の目標志
向的な解釈を与え、次に、意思決定者の目標
選択に対する異なる態度を考慮に入れたフ
ァジィ目標問題を検討した。この研究の中で、
意思決定者の目標に対する態度と、効用関数
で表現されたリスクに対する態度との関連
性を明らかにした。また、不確実性下におけ
るファジィ意思決定問題を解くための統一
的な方法を開発した。 
 
(2) 感性評価の新しい定式化とモデリング 
 製品の選択においていくつかの評価属性
を考えるとき、消費者の目標はかなり曖昧に
表現される。この研究では、ファジィ目標志
向アプローチと異なる属性統合化オペレー
タに基づいて、消費者向きの多属性評価モデ
ルをいくつか開発した。それらを統合して、
感性に基づく評価のフレームワークを提案
した。 
従来の感性工学のアプローチでは、評価デ

ータを間隔尺度で計測されたものと想定し、
因子分析や対応分析により対象と感性ワー
ドの親近度を求めたり、質的回帰分析により
感性ワードに対する属性の影響度を導出す
る。しかし、前者の対応関係は感性評価実験
に用いられた対象とワードに限定され、後者
においては多重共線性などの問題から回帰
係数を影響度とみなすことへの抵抗感が払
拭できない。 
本研究においては、感性評価データの四則

演算を避け、度数分布情報として評価モデル
における加重として用いる考え方を導入し、
新たな消費者志向の評価モデル構築法を開
発した。このモデルに新しい消費者の要望が
入力されると、上述の情報統合化オペレータ
により要望にマッチした製品が提示される
推薦システムを構築した。 
 
(3) 伝統工芸品の評価モデル 
 伝統工芸品（九谷焼、山中漆器）に対する
評価モデルを、意味微分法によって得られた
いわゆる感性データを用いて構築した。嗜好
品に対しては、購入するあるいは利用すると
いう意思決定は、個人的な心理や感情に影響
される。そこで、このような消費者の性向を
考慮した消費者志向モデルを開発した。消費
者の要望が与えられれば、製品の各属性が消
費者の感性的な選好にどのくらい合致する
かを計算する評価関数を定義するモデルで
ある。九谷焼と山中漆器の感性評価データを
用いて提案手法の有効性を検証した。今後、
さらに多くの製品について検証する。 
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